
　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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完成作品！

デイサービスで干支（未）の
貼り絵をつくりました！

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金・共同募金配分金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会
No.
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１月15日発行

安芸高田市社協
イメージキャラクター
「あいちゃん」
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
を
行
い
、
引
き
続
き
会
長
と

し
て
ご
推
挙
を
賜
り
、
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
心
誠
意
、
職
責
を
全

う
い
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
社
会
情
勢
は
様
々
な
課
題
が
山
積
し
、
身
近
な
社
会
保
障
や
、
社
会
福

祉
、
医
療
の
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
対
応
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
、
介
護
保
険
法
の
改
正
な
ど
、

大
き
く
そ
の
構
造
が
変
化
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
受
託
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
行
う

な
ど
、
寄
り
添
い
型
の
地
域
福
祉
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
役
員
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
汗
を
か
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

会
員
の
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
、そ
の
使
命
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会 

長　

竹
重
　
博
樹

新
役
員
紹
介

【
任
期
】 

平
成
26
年
12
月
21
日
～
平
成
28
年
12
月
20
日

【
役
職
】

【
氏　
名
】

【
選
出
区
分
】

会
　
長

竹
重
　
博
樹

学
識
経
験
者

副
会
長

福
田
美
恵
子

八
千
代
地
区
代
表

理
　
事

行
友
　
　
勉

地
域
福
祉
関
係
者

理
　
事

塚
田
　
勝
吉

地
域
福
祉
関
係
者

理
　
事

冨
田
　
慶
子

地
域
福
祉
関
係
者

理
　
事

井
上
　
正
樹

吉
田
地
区
代
表

理
　
事

水
重
　
克
幸

吉
田
地
区
代
表

理
　
事

三
上
タ
エ
子

美
土
里
地
区
代
表

理
　
事

和
田
　
幸
則

高
宮
地
区
代
表

理
　
事

垣
野
内
　
壮

甲
田
地
区
代
表

理
　
事

浜
重
　
好
則

向
原
地
区
代
表

監
　
事

藤
井
　
敏
法

学
識
経
験
者

監
　
事

近
藤
　
一
郎

学
識
経
験
者

（
敬
称
略
）
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【任期：H26.12.21 ～ H28.12.20】（敬称略）

安芸高田市社会福祉協議会
所属部会・委員会が次のように決まりました

平成 26 年度 全国・広島県社会福祉協議会会長表彰

【全社協会長表彰】� （敬称略）
表彰区分 氏　　名 所　　　属

社会福祉協議会功労
三上タエ子 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　理事
住田　　功 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　評議員
山田　尚毅 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　評議員
平岡佳代子 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　評議員

【県社協会長表彰】� （敬称略）
表彰区分 氏　　名 所　　　属

民生委員児童委員功労 藤保　泰枝 安芸高田市民生委員児童委員協議会

社会福祉施設功労

今本　慎一 （社福）清風会　清風会つばさ
大内　千鶴 （社福）清風会　特養清風会さくら
塩崎　雅則 （社福）清風会　法人本部
山懸まゆみ （社福）三篠会　居宅介護支援事業所　甲田
中村　初喜 （社福）清風会　吉田工場

社会福祉協議会功労 和田　篤志 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　職員
織田　安子 （社福）安芸高田市社会福祉協議会　職員

総　務　部　会
役　職 氏　名 役　職 氏　名
部 会 長 井上　正樹 部 会 員 和田　幸則
副部会長 福田美恵子 部 会 員 垣野内　壮
部 会 員 竹重　博樹 部 会 員 浜重　好則

広　報　委　員　会
役　職 氏　名 役　職 氏　名
委 員 長 垣野内　壮 委　　員 和田　幸則
副委員長 冨田　慶子 委　　員 浜重　好則
委　　員 水重　克幸

法 人 経 営 委 員 会
役　職 氏　名 役　職 氏　名
委 員 長 三上タエ子 委　　員 福田美恵子
副委員長 行友　　勉 委　　員 和田　幸則
委　　員 井上　正樹 委　　員 塚田　勝吉

介護保険事業関係部会
役　職 氏　名 役　職 氏　名
部 会 長 塚田　勝吉 部 会 員 冨田　慶子
副部会長 三上タエ子 部 会 員 行友　　勉
部 会 員 水重　克幸

永年の社会福祉へのご尽力に深く感謝申し上げますとともに、心よりお慶び申し上げます。

安芸高田市社会福祉協議会
福祉サービスに関する苦情解決体制

利用者からの苦情に迅速、適切に対応・解決し、福祉サービスの質の向上に資するよう、安芸高田市社
会福祉協議会においても、苦情解決体制を整えていますので、遠慮なくご相談ください。

苦情解決責任者	 事務局長
苦情受付担当者	 介護福祉課長
　　☎45-2941	 地域福祉課長
	 居宅介護支援事業所管理者
	 訪問介護事業所「ツツジ」管理者
	 訪問介護吉田事業所「ツツジ」管理者
	 通所介護事業所管理者
	 福祉用具貸与事業所管理者

第三者委員（敬称略）
大石　昭則　吉田町下入江
　　　　　　☎43-1144
津村　秀荘　高宮町佐々部
　　　　　　☎57-0132
浅井　澄夫　甲田町深瀬
　　　　　　☎45-3722
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平
成
二
十
六
年
度

　
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

第
三
回
　
理
事
会

開
催
日
　
平
成
26
年
11
月
27
日（
木
）

●
理
事
会
議
案

第
９
号
議
案　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

第�

10
号
議
案　
安
芸
高
田
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
予
防
支
援
事

業
所
）運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第�

11
号
議
案　
事
務
局
組
織
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

第�

12
号
議
案　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第�

13
号
議
案　
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第�

14
号
議
案　
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

運
営
規
程（
介
護
予
防
）の
一
部
改

正
に
つ
い
て

第�

15
号
議
案　
特
定
福
祉
用
具
販
売
事

業
運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第�

16
号
議
案　
特
定
福
祉
用
具
販
売
事

業
運
営
規
程（
介
護
予
防
）の
一
部

改
正
に
つ
い
て

第�

17
号
議
案　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第�

18
号
議
案　
経
理
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

第�

19
号
議
案　
経
理
規
程（
平
成
16
年

４
月
１
日
制
定
）の
廃
止
に
つ
い
て

第�

20
号
議
案　
平
成
26
年
度　
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資

金
収
支
補
正
予
算（
第
２
次
）

第�

３
号
同
意　
理
事
お
よ
び
監
事
の
推

薦
に
つ
い
て

　
議
長
に
向
原
町
の
浜
重
理
事
が
選
任

さ
れ
、
12
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
平
成
27
年
度
４
月
よ

り
、
新
た
に
安
芸
高
田
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
受
託
、
安
芸
高
田

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
事
業
の

追
加
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

事
務
の
一
本
化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
、

本
所
事
務
所
、
一
部
の
介
護
保
険
事
業

所
の
所
在
地
の
変
更
な
ど
関
連
す
る
議

案
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

26
年
度
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正
予
算

（
第
２
次
）と
し
て
、
下
半
期
の
事
業
執

行
の
見
込
み
に
よ
る
補
正
、
事
務
所
の

移
転
に
か
か
る
経
費
な
ど
、
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
４
，７
３
９
千
円
を
増
額
し
、

収
入
支
出
予
算
額
の
総
額
を
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
４
７
９
，０
９
７
千
円
と
す

る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
の

れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

第
二
回
法
人
経
営

特
別
委
員
会

開
催
日
　
平
成
26
年
10
月
８
日（
水
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選
に
つ
い

て
学
識
経
験
者
・
地
域
福
祉
関
係
者
選

出
お
よ
び
監
事
の
推
薦
協
議
を
行
い
、

会
長
推
薦
と
し
て
各
理
事
を
推
薦
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
市
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
受
託

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

移
転
を
行
う
よ
う
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

推
薦
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
　
理
事
会

開
催
日
　
平
成
26
年
12
月
21
日（
日
）

●
理
事
会
議
案

　
会
長
、
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
所
属
部
会
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
広
報
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第�

21
号
議
案　
法
人
経
営
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

　
法
人
経
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第�

４
号
同
意　
評
議
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て

　
議
長
に
甲
田
町
の
行
友
理
事
が
選
任

さ
れ
、
役
員
改
選
に
伴
い
、
会
長
は
吉

田
町
の
竹
重
理
事
、
副
会
長
は
八
千
代

町
の
福
田
理
事
に
満
場
一
致
で
決
ま

り
、
総
務
部
会
員
、
介
護
保
険
事
業
関

係
部
会
員
、
広
報
委
員
、
法
人
経
営
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
の
推
薦
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
　
評
議
員
会

開
催
日
　
平
成
26
年
11
月
28
日（
金
）

●
評
議
員
会
議
案

　
議
長
に
八
千
代
町
の
藤
田
評
議
員
が

選
任
さ
れ
、
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
12

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、
12
議
案
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に

伴
う
理
事
・
監
事
の

選
任
に
つ
い
て
、
そ

法人経営特別委員会
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平成26年度 賛助会費・団体会費ご協力のお礼
今年度から、地域福祉事業のさらなる充実を図るため、戸別会員に加えて賛助会費・団
体会費を設け、ご協力いただいた会費は、賛助会員114件：114,000円、団体会員116件：
354,000円でした。誠にありがとうございました。
お寄せいただきました賛助会費・団体会費は、地域福祉活動、社協運営費、社協だよりな
どの経費に充当させていただきます。

○吉田町
安芸高田市歯科医師会
安芸高田市商工会
㈳安芸高田市シルバー人材センター
（公財）安芸高田市地域振興事業団
安芸土木建築㈱
いなだ工房
上田建築
㈱オカスポーツ
織田産業㈱
㈱啓文社製作所
㈱栗本
公田設備
サン・パラソル
大和重工㈱　吉田工場
高田環境㈱
㈲高田スズキ販売
㈱ネクサス　コスモ薬局
広島北部農業協同組合
㈱マルシン
㈲矢賀谷農機商会
吉田サッカー公園
　三矢の里ファンクラブ
㈲吉村モータース
ヨネシタ建設
㈲脇地石油店

○八千代町
㈲青原木材
安芸高田アグリフーズ㈱
㈱安芸メディカル
大上産業㈱
岡山商会㈲
カーシステム土橋㈲
㈲加藤鉄工所
㈱カーメンテナンス広島
ギフト大秀
㈱キャンピングカー広島

児玉医院
コーヒースナック
　モカ
簸川建設㈱
左官業　田原

セブンイレブン上根バイパス店
セブンイレブン　八千代勝田店
セブンイレブン　八千代南店
㈲太陽自動車整備工場
㈱高山
中国新聞八千代北販売所
特別養護老人ホーム
　レークサイド土師
土師ダムサイクリングターミナル
㈱ヒラタアルミ
㈲平本自動車
㈱ファインクラフト
ファニチャー谷口
富士メディカル㈱
㈱マルセイ
道沖建具店
森本自動車工業
㈱八千代カントリー
八千代病院
㈲山根製材所
㈲山本木工所

○美土里町
石井運送㈱
㈲オガサワラ
㈲清原組
田中運送㈲
田中窯業
津田医院
㈱ミドリ
宮本商会

○高宮町
Aコープ　たかみや店
上田建設㈲
㈱SKサービス
㈲エヌ・エス・エス
木下商事㈲
共栄建設㈱
熊高組㈱
すずらん薬局　高宮店
㈱たかたケアサービス
たかみや湯の森運営協会
塚本鉄工所

㈲ボデーショップタカタ
㈱三矢旅行広島
㈲ルーフセンター塚本
㈱和田組

○甲田町
㈲井川ポンプ店
イマムラ商会
㈱吉川商店
木下商店
㈲甲立タクシー
㈲下津江石油店
㈲高田オート
㈱高田設備
㈲タカタトラベルサービス
瀧野工務店
徳永医院
西岡電気管理事務所
林電機商会
平岡医院
㈲ホンダハピネス高田
リカーショップおおすぎパルパ店

○向原町
㈱一蔵
大塚損害保険事務所
児玉向文堂
㈲高橋電機　向原
東京濾器㈱
㈱東京濾器大谷製作所
㈱船越鉄工
升岡石油店

○安芸高田市外
広島県薬業㈱
㈱リョーキ　介護事業部
㈱西日本検定サービス
ナビック情報サービス㈲
三次マツダモータース㈱
理研産業㈱　三次営業所
他５件

※�個人名・団体名の掲載を承諾された方・
団体のみ掲載しています。

団体会費 ご協力先一覧（五十音順・敬称略）�（平成26年12月20日現在）

○吉田町
　青中　りさ
　市丸　貴子
　小都　幹夫
　川中　幸子
　中束　允茂

○八千代町
　甲田　幸枝
　合原　雅寛
　繁本萬亀子
　土橋　桂子
　土井　　環
　中原　久子
　槇原　秀克

　古本　宏江

○美土里町
　上柳　博昭
　津田　壽司
　新田　敏惠
　三上タエ子
　山根　一枝

○高宮町
　平野　弘則
　吉中　隆行

○甲田町
　蔵城恵美子
　田丸　佳苗

○向原町
　宍戸　文子
　山崎　正登
　兼光　洋子

○安芸高田市外
　藤本　悦雄

賛助会費 ご協力先一覧（五十音順・敬称略）�（平成26年12月20日現在）

他88名
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安芸高田市被災者支援ボランティア

平成26年広島県大雨災害義援金
皆さまのあたたかいご支援ありがとうございました
平成26年8月19日からの大雨により、広島市安佐南区およ
び安佐北区において土砂災害等による甚大な被害が発生し、被
災者に対して義援金を募集したところ、多くの市民の皆さまか
らのご協力をいただき誠にありがとうございました。

この度の広島県大雨災害で安芸高田市から本市内八千代町における家屋水害に対し、支援活動の要請が
あり、市災害ボランティアセンターを設置しました。安芸高田市社協は、災害ボランティアの参加募集を
行い、平成26年９月16日から10月17日までの６日間に延べ26人のボランティアが屋内外の泥だし作業
等の支援活動を行いました。

義援金送金分
3,890,215円

お預りしました義援金は、全
額、日本赤十字社広島県支部へ
送金しており、被災された方々
に配分されています。
一日も早い被災地の復興を心
からお祈り申しあげますととも
に、ご協力いただきました皆さ
まに心からお礼申しあげます。

【受付期間】
○平成26年８月22日（金）～
　平成26年12月26日（金）
【受付場所】
○安芸高田市役所　本庁及び各支所
○�安芸高田市社会福祉協議会
　本所及び各支所

子ども達からの義援金

広島市安佐北区、安佐南区で大雨災害が発生し、安芸高田市役所でハザードマップを見ると、自分の
住んでいる地域も危険区域になっており、この辺にあの大雨が降ったら被害が出ていたかもしれない、
どこでも起こり得る災害だと思いました。
社協が災害ボランティアワゴンを募集しているのを知り、近くで起こったので助けに行きたいと思っ
て参加しました。実際に行ってみたら土砂が家の中に流れているのに驚き、家の中は重機が入らないの
でスコップを使い、手作業でやるしかありませんでした。土木工事は経験したことがありましたが、災
害の作業は初めての経験でした。社協の職員さんが15分作業して15分休憩するという指揮をしてもら
いましたが、作業に夢中になって休憩なしでやると無理をしてしまい、すべったり、腰を痛めたりする
原因にもなるので、ちょうどよい時間だったと思います。社協が募集するボランティア活動は体調管理
の配慮や現地への送迎、道具の貸出もあったので参加しやすかったです。

災害ボランティアに参加して①

災害ボランティアに参加して②

ていた所、ちょうどお太助フォンで社協にボランティアを募集されていることを知りました。早速隣の
谷本君に声をかけ一緒に参加いたしました。可部方面に行くものと思っていましたが、安芸高田市内の
上根にも災害箇所があったという事で、私達は上根でボランティアをする事になりました。
集中豪雨の「すごさ」を見て災害にあわれた方々には、大変な思いをされている事と思い、
少しでもお役に立てたらと老骨にむち打って頑張りました。
私は３日間行きましたが、最後まで参加できなくて残念でした。最後に災害にあわれた
方々の１日も早い復興と幸せをお祈りいたします。� （甲田町　国広尊治）

８月の広島土砂災害の報道を聞き、近隣でもあるし、自分にできる事で少しでも役に立ちたいと思っ

日頃から常会の中でマニュアルを作り、災害リーダーを決めて
おき、一人暮らしのお年寄りに対してこの人はこの人を助けると
か決めておいたら、いざ災害が起きたらスムーズに助けられると
思います。市の防災訓練でやる技術的なことと地域の体制（隣近
所をどう助けるか）をリンクさせなければ効果を発揮しません。
災害支援は、行政の力だけではできないのでボランティアの力と
いうのはとても大きいと感じました。� （甲田町　谷本正博）
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10月28日（火）、クリスタルアージョにおいて成年後見セミナーを開催し、74名の参加がありました。
坂下法律事務所の坂下宗生弁護士を講師に招き、「成年後見制度って何だろう？～住み慣れた地域で安
心して暮らすために～」と題して成年後見制度について事例を用いて講話をいただきました。セミナー後、
広島県社会福祉士会「権利擁護センターぱあとなあひろしま」に所属する社会福祉士による個別相談会を
開催しました。

12月３日（水）、クリスタルアージョにおいて、生活・介護サポーター継続研修を開催しました。
講師として社会福祉士の薬真寺満里子さんをお招きし、「強みを生かした地域づくり」と題し、３名の
活動発表をもとに70名の参加者と一緒にグループワークを含めた講義を受けました。地域における活動
のヒントやプラス思考で人生を過ごす等、今後の活動や生き方につながるお話をいただきました。

セミナーの様子

講師の薬真寺満里子さん

講師の坂下宗生弁護士

グループワークの様子

強みを活かした地域づくり

住み慣れた地域で安心して暮らすために

～生活・介護サポーター継続研修～

～成年後見セミナー・相談会～ 知

活
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肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

杖の長さの選び方

みを紹介します

人間にとって、歩くこと、移動することは最も基本的な動作のひとつで、大きな喜びでもあります。
歩行が難しい方でも、杖を使って歩くことによって生き生きとした前向きな気持ちになることがで
きます。
しかし、からだにあった杖を使っていないと、本来自分の持っている身体的な機能が落ちてしまう
ことに繋がります。

☆からだにあった杖の長さを紹介します☆
福祉用具貸与事業所

杖の握りの高さは、体重をかけるときに適度な位置にこないと使いにくいものです。
杖の長さを決めるには、次のような方法があります。

杖はほかにも、一般的なステッキ杖、Ｔ字型杖や折りたたみのできる杖、手指の筋肉が弱くても使
える肘支持型杖など、身体の状態により使用できるタイプが異なるので、一番適当と思われるものを
選ぶようにしましょう。
また、杖以外にも車いすや特殊寝台、歩行器など、できる限り自立した日常生活が送れるよう、適
切な選定や取り付け、調整、介護保険の利用方法を「福祉用具専門相談員」が支援させていただきま
すので、お気軽にご相談ください。

お問い合わせ
（介護福祉課）／代表：電話・お太助フォン45-2941　直通：電話・お太助フォン45-5101
または、市社協各支所までお問い合わせください。

腕を下ろした正しい立位姿勢で、
杖を体側に垂直に立て、手首の骨
が出ているところが握りの位置
の目安です。歩行時に、肘が約
150 度曲がる程度のものにしま
しょう。

脇の腰骨の一番出っ張ったところ
から、足元まで垂直におろした状
態の長さのものにしましょう。

腰や背中が曲がったやや前傾姿勢
の高齢者等には２～３㎝短めにし
ます。前傾姿勢のまま身長を測っ
たものを２で割り、それに３㎝を
加えた長さにしたものにしましょ
う。

手首の骨が出ている
ところが握りの位置の目安

大腿骨の
外側の出っ張ったところ

足元まで垂直に
おろした状態の長さ

前傾のままの身長÷２＋３㎝
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今年度、甲田町、吉田町、高宮町の３地域をモデル指定し、各5カ所のふれあいサロンを拠点として、
行政、警察署、民生委員児童委員と連携し、防犯研修等の実施を通じて、近隣住民で相談し合える関
係づくりを促し、消費者被害、特に特殊詐欺被害の未然防止や拡大防止を図ることを目的とする事業
に取り組んでいます。

モデル指定する３地域ごとに、ふれあいサロン代表
者、行政、警察署（駐在所）、民生委員児童委員、社
協で地域連絡会議を組織し、アンケート調査や研修会
等の企画実施、評価等を行いました。
一人暮らしでサロンに参加していない人が心配とい
う意見も出ましたが、①サロンで聞いた話を近所の人
に伝えてあげ、「お互いに気をつけようね」と声をか
けあうようにしました。

モデル地域のサロン参加者を対象にアンケート調査を実施し、現状把握を行いました。実際に
誰にも相談せず被害にあわれた方もおられ、誰かに相談していたら被害を防げたかもしれません。
特殊詐欺が疑われるような電話や訪問があった時、⑤「まてよ」と一呼吸おいて、ひとりで判断
せず相談するよう「お頼りさん（身近な相談できる人）カ－ド」をつくりました。

アンケート調査＆「お頼りさんカード」

110番
安芸高田警察署
� 電話 47－0110

安芸高田市消費生活相談窓口
電話・お太助フォン
� 42-1143

モデル地域内のふれあいサロン５カ所で、各２回警察署（駐在所）または危機管理課の方を講
師に迎え、消費者被害防止等の講座を行いました。様々な詐欺の手口や悪徳商法を学び、②留守

小地域研修会

番電話に設定しておく、③「い
りません」「知りません」な
どはっきり言う、④自分の情
報を相手に言わないなど対処
法を聞きました。

社協 の取り組

これって詐欺？と思ったら…↓

（～ご近所サロン De 詐欺防止～）
高齢者等の消費者被害防止モデル事業

地域連絡会議

※①～⑤　詐欺防止のポイント
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私たちのサロンは、昨年12月、地域のふれあいの場として設置し、１年目のほやほやサロンです。
口を動かすお茶会を始め、体を動かす運動、手先を動かすカレンダー作り、生け花などを計画して、
気軽に参加してもらい、楽しい一時を過ごしていただくよう頑張っています。今回は、お抹茶で一息
し、色々なお話をしながら、和気あいあいと楽しい一時でした。� （下長屋サロン世話人）

私たちのサロンは、農閑期を利用して年６～７回の開催をしています。
春の温泉日帰り旅行や年末の干支作りなどを計画し、皆さんサロンに参加されるのをとても楽しみ
にしてくださいます。今回はグランドゴルフに挑戦しました。小春日和の中、体を動かして会員同士
の親睦を深めました。� （サロン正力世話人）

おもてなし準備中

楽しい一日だったね！

おいしいねー

入るかなー

サロン物語

吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

「下長屋サロン」は甲田町の長屋集会所で開いています。
詳しいことは　市社協地域福祉課 電話・お太助フォン45-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「サロン正力」は向原町の正力老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所 電話・お太助フォン46-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。
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皆さまの善意により、ふれあいサロン事業
などが支えられています。
平成26年8月21日～平成26年12月20日受付分（敬称略）
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新年あけましておめでとうございます。
市民の皆さまに社協の事業をわかりやすくお伝えするよう心がけてまいります。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。� （事務局）

編集
後記

街頭・イベント募金でたくさんの
募金をご協力いただきました。この
募金は高齢者をはじめ、地域助成
事業、ふれあいサロン事業、被災
者生活サポートボラネット推進事
業、障がい児・者福祉活動事業等
へ有効に活用させていただきます。

　※介護について、社協の介護支援専門員（ケアマネージャー）がご相談をお受けします。
　　お気軽にお越しください。

場　　所 日　　時 時　　間 お問い合わせ

吉田老人福祉センター 第 2水曜日 9：00～ 12：00 電話・お太助フォン　45-2
ふくしいちばん

941

介護相談（無料）

赤い羽根共同募金運動
街頭募金・イベント募金へのご協力ありがとうございました

街頭募金

Aコープ　向原店前 ゆめタウン　吉田店前

平成23年12月に「一時預り・病後児預り」事業が始まって３年が経ち、
たくさんの子ども達の笑い声がいっぱいの保育室。もちろんケンカや涙、

�対象年齢：生後６ヵ月～小学校３年生
�利用時間：月曜～金曜　８：00～18：00
�休 館 日：土曜・日曜・祝祭日・年末年始
�利用料金：一時預り/１時間300円　病後児預り/１時間500円
　（１時間未満の利用でも１時間分の料金がかかります）
�場　　所：安芸高田市社会福祉協議会　吉田支所内（吉田老人福祉センター）

【お問い合わせ・ご予約】　TEL／お太助フォン　42-2941

子育て支援センター保育室名称決定‼ 保育室『ふわふわ』

色々あるけれど、そんな子ども達の姿をずっと見守ってきた保育室に、ようやく名前がつきました‼
かわいい子ども達、大切な命、お父さんやお母さん・家族みんなの子ども達への思い…色んなものを、
やさしくふわふわと包み込むような、そんなイメージで付いた名前。これからもたくさんの笑顔をこ
の保育室は見守り続けていくつもりです。

イベント募金

たかみや大地の祭り

10月 1日㈬ Aコープ　向原店 25,340円

10月 1日㈬ ゆめタウン　吉田店 40,525円

10月19日㈰ たかみや大地の祭り 34,787円

募金総額 100,652円

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� 電話・お太助フォン（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012　ホームページhttp://www.akisha.jp/


